


八戸短期大学に看護学科を設置すべく、

文部科学省に対して 設置認可申請書

並びに 寄附行為変更認可申請書 を提

出し、本年 月末に正式に受理された。

看護学科設置の基本構想は次のとおり

である。

学科名称等 看護学科（ 年制、入学定

員 名、収容定員 名）

設置者 学校法人 光星学院

開設年月日 平成 年 月 日（予定）

次に、看護学科の設置認可申請に至っ

た経緯および設置の趣旨・必要性は次の

とおりである。

学校法人光星学院では、平成 年 月

に発足した八戸大学・八戸短期大学教育

研究社会貢献後援会が、 八戸地域の健

康の未来像を考える をテーマに、同年

月に開催したパネルディスカッション

においてパネラー諸氏から提言のあった、

ア．看護師養成の高度化を実現するため

の八戸市・医師会・学校法人・他看護施

設との共同・協力による看護学科等の新

設、イ．隣接地域に健康関連施設を総合

的に配置する 健康づくり村 構想など

を受けて、今日まで関係諸機関等との話

し合いを通じて検討を積み重ねてきた。

さらに、昨年 月に診療報酬が改定さ

れて看護師の配置基準が厳しくなったた

め、看護師不足に拍車をかける状況と

なっており、県内でも大病院を中心に看

護師の大幅増員を進めている。

青森県における看護師の養成は、平成

年度現在 校で入学定員は 名余と

なっているが、そのうちの 分の にあ

たる約 名が専門学校等の養成施設で

養成されている。

医療の高度化に対応した質の高い看護

師の養成が求められている現状にあって、

大学・短期大学の高等教育機関における

養成は、青森市・弘前市の 校、 名

にとどまっている。

県全体で 名余の入学定員のうち、

八戸市内は 名（約 ％）に過ぎず、

十和田市、三沢市の県南地方全体を含め

ても 名（約 ％）という状況にあり、

看護師・准看護師養成の 分の が津軽

地方に集中している。さらに、看護師に

限定すれば県全体で 名弱のうち県南

地方では 名（約 ％）となっており、

八戸圏域における看護師養成の体制拡充

が求められている。

以上のような状況から、本法人が八戸

市・医師会等の関係者と意見調整を重ね

た結果、さらに、八戸市立高等看護学院

運営委員会が決定した 当面高看存続

の現況においても、看護師養成の高等教

育機関設置の必要性について大筋で賛意

を得たものである。

また、平成 年度に開設した八戸大学

人間健康学部との有機的な連携も期待さ

れており、本年 月末に予定されている

看護学科開設の正式認可、来年 月末の

新校舎 研究実習館 の落成を経て、大

学・短大の 健康 に対する取り組みが

一層充実することとなる。



八戸大学・八戸短期大学研究実習館新
築工事の起工式が平成 年 月 日
時 分より、美保野キャンパス内総合体
育館前で執り行われた。

起工式には、施工業者の清水建
設 及び八戸大学、八戸短期大学
の外郭団体の会長はじめ多数の
方々にご出席を頂き、首藤正義神
父様の司祭のもと、共同祈願、鍬
入れが行われ、中村覺理事長が 光
星学院の新たなチャレンジに邁進
していく。校舎の無事完成を願う
と挨拶し、無事に終了した。
この建物は、八戸大学人間健康
学部そして来年 月に開設される

が完備され、より専門性の高い充実した
教育活動がはかられることになる。
また、 階にはロッカールームや学生

ホールなどもあり、美保野キャンパスの
学生達の新たな交流の場としての役割を
はたすことになる。来春の完成をめざし
工事も順調に進行中である。

平成 年 月 日 八戸水産科学館

マリエントに於いて、海の八戸

通常総会が行われた。

総会には、中村覺理事長、蛇口浩敬

学長、法官新一常務ら関係役員が出席

し、平成 年度の事業・収支決算報告

を行ない、平成 年度の

事業計画・収支計画の案

件が承認された。その後

の懇親会は、豊田ミヨ理

事の挨拶にはじまり、出

席した関係役員からは今

後の運営等について話し

合いが、終始和やかな中

で行われた。

特定非営利活動法人海

の八戸 は本学院の

海の八戸 では、今まで、海の

駅運営事業、海の観光案内事業、海洋

レジャー教室事業、八戸船つり大会・

防波堤つり大会後援、観光遊覧船

シャーク号・屋形船運営協力、八戸

カッターレース大会開催、海の朝市・

国際朝市開催、海の八戸ウォーキング

セミナー開催などの活動を展開して

いる。

第 回光星学院親睦チャリティゴルフ
コンペは 月 日 、八戸カントリーク
ラブにおいて開催された。
今回も学院の各教育施設が日頃お世話
になっている県内外の企業や外郭団体
（父母の会、後援会、同窓会）の役員の
方々を中心に 名の参加をいただき、
心より厚く御礼申し上げます。

コンペ終了後には、表彰式及び懇
親会場であるよねくらホテルにおい
て、中村覺理事長より 独立行政法
人国立病院機構八戸病院 の橋本均
事務長へ今年度のチャリティゴルフ
コンペの益金が寄贈された。
なお、今年のコンペ優勝者は磯沼
清史様（大創工業 ）でした。

八戸短期大学看護学科のための研究実習
館で、 階は人間健康学部研究室や医学
実習室、 階は看護実習室や一般教室、
階は看護学科研究室や看護実習室など

中村覺理事長が代表を務めており、八戸

大学 研究会が母体となって発足さ

れてきた団体で、八戸地域のまちづくり、

雇用開発、文化振興、環境保全、地域活

性化に貢献することを目的に平成 年

月に設立された。



青森県内と岩手県内の高等学校を対象
に行う八戸大学・八戸短期大学説明会が
月 日 に八戸市（八戸プラザホテル）

で、 月 日 には盛岡市（ホテルニュー
カリーナ）でそれぞれ開催され、約 校
の進路担当の先生方が説明会に訪れた。
この説明会は毎年この時期に開催してい
る。
説明会では、スライド形式による大
学・短大の学部学科説明が中心に行われ、
特色として学生たちの学問の実践や社会
貢献への取り組みなどを説明した。また、
来年 月に開設予定である八戸短期大学

看護学科について、カリキュ
ラム内容や現在建設中の施設
設備について説明があった。
質疑応答では各校の進路担当
教員から、看護学科の入学試
験に関する質問が集中した。
また、説明会の他に、個別相
談コーナーを設け、高校の先
生や受験生及び父母の皆さん
が熱心に相談していた。

小説や、高任和夫，幸田真音，江上剛，
高杉良等の経済・企業小説が大半を占め
ています。
これらの図書の保管・配架場所は開架で
はなく“書庫”に保管されておりますの
で、借りたい方は、図書検索システム

をご利用頂くか、気軽にカウン
ターの職員に声を掛けてください。

で検索した場合、コメント欄に【工
藤文庫】と表示されているものが、工藤
義弘氏からの寄贈図書です。是非、ご利
用下さい。

この度八戸大学・八戸短
期大学図書館へ工藤義弘氏
（南部木材株式会社）より、
ビジネス学部小渡康朗教授
を通じて、平成 年 月に
約 冊の寄贈がありま
した。平成 年 月に全て
の図書の受入・装備が完了
し、利用者の館外貸出に提
供できるようになりました。
図書の種類は、藤沢周平，
津本陽，黒岩重吾，宮城谷
昌光，沢田ふじ子らの歴史



去年、ある卒業生が学院を訪ねて来ま
した。

私は昭和 年に光星学院高校を卒業
しました。卒業してすぐ就職しその後自
立して仕事を始めました。親しみ深かっ
た初代の由太郎先生にご挨拶に伺ったこ
とがご縁で、光星学院には今日にまで大
変なお世話になっております。実はその
ときから母校のために少しでもお役に立
てればと思って、わずかばかりの貯金を
始めました。創立 周年という節目に自
分が今あることに感謝を込めて寄附をし
たい という申し出がありました。大変
ありがたいお話しでした。
今学院では大きな事業を展開している
最中ですが、今後も教育改革、教育支援、
教育環境整備に法人あげて取り組みをし
ようとしています。幼稚園、高校そして
大学と一応の教育環境は今年度で整備さ

れますが、今後はより学院全体の教育の
充実に期することを目指して、この 光
星学院イノベーションプログラム を推
進して参りたいと考えております。
この 光星学院イノベーションプログ
ラム 事業の趣旨は本学の教育基盤をよ
り強固なものにすることはもちろんです
が、同時に地域の学校として、地域に貢
献できることを目指して充実した学校づ
くりを目指していくということです。
すでに卒業生や企業を始め、広く光星
学院を応援して頂ける方々に呼びかけて
おりますが、具体的な行動としてはまず
内部の教職員の参加を、さらには外郭団
体の皆さんのご理解とご協力を求めて参
りました。お陰様で外郭三団体の皆様か
らは組織的なご理解とご協力が得られる
環境が整って参りました。
また学院内の教職員につきましては、

月末までに全教職員を対象にイノベー
ションプログラムへの参加を呼びかけま
したところ、全教職員の九割を超える教
職員のご参加が得られました。このこと
は学院の未来を考える上で大きな励みと
自信になることと思い、改めて教職員の
皆様には感謝を申し上げます。
今後、このプログラムは外部に向けて
発信されていくわけですが、学院の教育
に対する評価が高まれば高まるほど参加
者が増えるものと考えております。
ついては我々は私学人として、それぞれ
の枠を超えて学院および学生・生徒に奉
仕する精神をもって、毎日の教育活動に
取り組みたいものです。
皆さんと共に、今後は広くイノベー
ションプログラムの推進に努めて参りた
いと考えておりますので、よろしくお願
い致します。 （法人管理事務室総務部）



就職支援課の今年度の新しい企画であ
る、 八戸大学ジョブサロン の第 回
目が 月 日 より八戸大学の就
職資料室で開催された。
この 八戸大学ジョブサロン はジョ

ブカフェあおもりの協力の下、全学部・
全学年を対象として、キャリア教育の一
環として位置づけ、様々な業界の先輩方
を八戸大学に招き、仕事について本音で

語ってもらいながら、参加者が持ってい
る質問、疑問に対し フェイス フェ
イス でディスカッションしながら展開
していく。
第 回目は みちのく銀行 八戸支店

の平山豊氏が講師を務めていただいた。
入社三年目で融資を担当していて、金融
機関の仕事や役割などを説明した後、現
場で働く事の楽しさや苦労話をユーモア

八戸大学の教育研究活動を支援する目
的で設立されている後援会（卒業生、卒
業生・在学生の父母が会員）、父母の会
（在学生の父母が会員）、同窓会（卒業
生が会員）の、平成 年度総会が 月
日に開催され、平成 年度の事業方針が
決まった。
以下、同日の会議の開催順に紹介をす
る。

八戸大学父母の会（家口和夫会長）の
平成 年度総会、第 回役員会は 月
日午前、八戸大学会館で開催された。会
議では昨年度の事業・決算・監査報告、
今年度の事業・予算計画について審議が
なされ、原案通り承認された。
特に、 月から 月に八戸と盛岡で開

催される地区懇談会について、教員と父

母が直に接することができる絶好の機会
であるので是非参加してほしい旨、説明
と要請がなされた。
会議の最後に、前会長の夏堀文孝氏に
感謝状が贈呈された。

八戸大学同窓会（柳町仁会長）の幹事
会・評議員会は、 月 日午後、八戸大
学教学事務室会議室で開催された。会議
では昨年度の事業・決算・監査報告、今
年度の事業・予算計画について審議がな
され、原案通り承認された。
大学からの出席者である蛇口学長・鈴
木副学長から大学の近況報告がなされ、
また会議では同窓会組織の活性化につい
て深い議論が展開され有意義な会となっ
た。

八戸大学後援会（山田政信会長）の理
事会・三役会は、 月 日夕方から、八
戸第 ワシントンホテルで開催された。
会議では昨年度の事業・決算・監査報告、
今年度の事業・予算計画について審議が
なされ、原案通り承認された。
年間の議論を経て、昨年 月から新

しい組織体制となった後援会であるが、
今後は父母の会や同窓会・大学当局等と
さらに連携を密にしながら、学院創立
周年や大学創立 周年（平成 年）に向
け会務運営にあたっていくこととなる。

八戸市内を中心に北奥羽地方の経済・
教育・文化など各分野の有識者で構成す

る、八戸大学・八戸短期大学 教育・研
究・社会貢献後援会 の平成 年度総会
とテーマ別理事会 アジアの連携と八戸
広域の活性化 （講演会）が、 月 日、
八戸第 ワシントンホテルで開催されま
した。
総会ではこれまでの事業報告と決算報
告がなされ、引き続き、鈴木宏一副学長・

ビジネス学部長が アジアの連携と八戸
広域の活性化 少子化の一大対策となり
うるか と題し、証券アナリストとして
の世界的視野から八戸広域の将来像につ
いて講演、産官学民の連携や大学の活性
化についてフロアからの質疑も多数あり、
時間をオーバーしての白熱した議論が展
開されました。

を交えながら披露
くださり、出席者
の笑いを誘ってい

た。また、 どの仕事に就いても何事に
もチャレンジする気持ちが大切 と出席
者を激励していただき、終了した。
第 回目は 月 日 から外食

産業のチムニー株式会社人財本部採用部
新卒採用グループの西田麻似子氏が前回
同様、現場及び採用部での経験を踏まえ
ながら、仕事の楽しさや苦労話を分かり
やすく、ユーモアを交えながら、終始和
やかに説明して下さり、活発な意見交換
がなされた。終了後の出席者の満足した
顔が印象的であった。
今年度は 月までに計 回実施する予
定ですが、低学年の段階から、企業理解、
働くことの意義、自分発見など、将来を
見据えた学生生活を送ってくれる事を期
待している。



全日本選手権大会では、初戦の別府大
学戦（東京ドーム）で、櫻田の好投と菅

原翔（ 年・甲府工業）のホームランな
ど少ないチャンスをものにして 対 で

験になったにちがいありません。秋こそ
は神宮球場の地を踏みチームの目標であ
る日本一を目指し、これからの練習に力
を入れたいと思います。

月 ・ 日に東京ドームで行われた
全日本大学野球選手権大会に出場した八
戸大学硬式野球部の応援に、八戸短期大
学のチアリーディングチーム
の学生 名と、ウインドアンサンブルの
学生 名が参加しました。

は昨年度から発足し、顧問
である岩舘千歩講師（幼児保育学科）の
指導の下、またウインドアンサンブルは
田端利則教授（幼児保育学科）の指導の

下、それぞれ活動をしています。
、ウインドアンサンブル共に、

地区大会の応援には何度か参加してきま
したが、全国大会での応援は初めてで
あったため、今までに無い気合の入った
練習を積み重ねてきました。初めは相手
チームの迫力ある応援や初めて見る広い

会場の雰囲気に圧倒され、思うような動
きや表情ができないでいましたが、顧問
の先生が先頭に立ち手本となることで、
徐々に学生の緊張もほぐれ、特に、オリ
ジナル曲“みほのマーチ”（トランペッ

来てくださり、うれしかった反面、大
勢の方を前に挨拶したとき緊張して大
変でした。また、学友会誌 若草 を
創刊したのもいい思い出です。

・昨年の同窓会大会の際、在学生の
プレゼンを見ましたが、すごく成長し
たし、変わったなと思いました。自分
たちの時にはそういった機会はなかっ
たし、もう一度八大に入学して、もっ
と勉強したいと思いました。

・人材派遣の仕事に携わっています
が、今、企業が求める人材は学力では
なく、何でもやるという前向きな姿勢
です。常に新しいことにチャレンジす
ることを忘れず、勉学に励んでください。

・学友会や部活動（弓道部）を通じて、
一生つきあえる仲間に出会えたこと、新
しい学友会や大学祭づくりなどの目標に
向かい、いい先輩や教職員に出会えたこ
とがいい思い出です。

・学友会で初めて文化講演会やクリス
マス企画を開催したときです。木に登り
配線を行った手作りクリスマスイルミ
ネーションと学生ホールを使ったクリス
マス会を成功させたこと。文化講演会で
は、想像以上の方が日本全国から聞きに

八戸商業 八戸大卒（ 回生）。
卒業後、八戸青果 に就職し、現
在は人材派遣会社アールキャスト
営業担当。学生時代は学友会執

行委員長、弓道部主将を務めた。

ト担当松川容子作曲・ 年三沢商業）で
は、応援団一丸となって元気で迫力ある
思い切った応援をすることができました。
学生にとっては、応援することの楽し
さやみんなで協力し合い、一つのことを
成し遂げることの意味など、さまざまな
ことを学べた二日間であったと思います。
全国という大きな舞台で応援したことは、
これからの自信にも繋がり、更なる活躍
にも期待できるであろう。

勝利を勝ち取りました。 回戦の
関西国際大学戦（東京ドーム）で
は、相手好投手の前に打線がつな
がらず 対 で敗れてしまい神宮
球場の地を踏むことはできません
でした。選手権大会後に神奈川県
平塚球場で行われた第 回日米大
学野球選手権大会の選考合宿に櫻
田、秋山が参加しました。惜しく
も代表からは洩れてしまいました
が二人とも今後につながる良い経



八戸の締めさばを地域ブランドにでき
ないか 、と八戸大学の学生たちが 月
日、八戸市の百貨店・三春屋でアン

ケート調査を行い、消費者の声を集めた。
宣伝に工夫を求める意見が目立った。
サバは、イカと並んで八戸港を支える
主力魚種。締めさばを製造する水産加工
会社は八戸市に集中しており、全国の生
産量の 割前後を占めると言われている。
八戸大学ビジネス学部・石原慎士准教

授が指導するゼミの学生たちは、八戸の
締めさばの付加価値を高めることを通じ
て産地を活気づける方法を考えてみよう
と、まず地元の消費者の声に耳を傾ける
ことにした。
学生たちは、調査への協力を得た八戸
市内の水産加工会社の法被を着て、買い
物客にアンケートを実施。
北村隆嗣さん（ビジネス学部 年）は
ブランドに育つ可能性は ある とい

う答えが多かったけれども、 を工夫
する必要があるという意見が目立った 、
佐藤望未さん（ビジネス学部 年）は 各
メーカーがさまざまな味付けを競ってい
るので食べ比べができる機会があればい
い、という声があり、なるほどと思った
と話した。

東奥日報
（ 東奥・ニュース）より

八戸大学が 就職に 超 強い 大
学ランクにランクインした。このデータ
は読売ウイークリー（ 号）に
掲載された大学通信のデータによるもの
で、今年から就職者 人以上の大学と
人未満の大学に分けてそれぞれラン

クを発表した。八戸大学は就職者 人
未満の大学で 位にランクし、東北の大
学では 番目に位置した。
最近、大学の就職実績に注目が集まっ
ている中、各大学は従来にも増して就職
支援に力を入れている。八戸大学でも学

就職支援課が主催する支援イベントも豊
富で、企業研究会はもちろんのこと、毎
年 月に行われる八戸大学独自の就職合
宿は自己分析の方法や面接トレーニング
など、就職活動に向けての細かい指導が
行われ、八戸大学就職支援プロジェクト
の主軸となっている。
このような八戸大学の就職支援に対す
る三位一体プロジェクトが高い就職率と
なって現れている。

生・ゼミ教員・就職支援
課が三位一体となり、求
人開拓、面接指導、情報
提供を行い、即戦力とな
る人材育成に努めている。

読売ウィークリー



月 日 図書館内チャペルにおいて、
八戸大学研究委員会（野村美佐子委員
長）主催による 学内研究会 が開催さ
れた。

今年度、第 回目となる 学内研
究会 は八戸大学ビジネス学部丹羽
浩正教授が 仕事と働きがい とい
うテーマで発表した。

またキャリアという言葉の定義から、
目標が人を創り、目標に挑戦していると
きにワクワクし、心地よい緊張が人を成
長させていくことを説明した。

丹羽教授は働くということ、
お金を儲けること、稼ぐこと、
働きがいや生きがいについて、
昨今の 企業経営者による不
祥事の多発を例に挙げ、倫理に
基づいて行動する自立的思想と

月 日 より美保野キャンパス内に
おいて、中学校教員免許（保健・保健体
育）の取得を希望する人間健康学部の学
生を対象に、介護等体験の事前指導が行

なわれた。学生は、この事前指
導から、これから行なわれる特
別支援学校や社会福祉施設・老
人保健施設等での計 日間の介
護体験のための心構えや留
意点について学習する。

月 日 には、介護老
人保健施設 しもだ で看
護師長を努めている赤坂寿
子先生に、福祉施設の現場
について聴くことが出来る
貴重な体験だった。
写真は 月 日 に行な
われた講義 車いす・白杖の体験
の模様です。わずかな段差が、高齢
者や障害者にとっては転倒の危険を

伴うことや、介助の仕方、声かけのタイ
ミングなどを各自が体験を通して学んだ。

行為が、現在の経営者だけではなく、
働く人々にも求められていることを
忘れてはならない。と倫理観や法令
順守について説明をした。



月 日 にライフデザイン学科 年
生の講義 地域産業論 で、特別講義が
行われた。講師には株式会社三沢奥入瀬
観光の総支配人 佐藤大介氏を招聘し、

ディスカッション形式で
開催した。
この地域産業論は、地
域にはどんな産業があり、
その顧客は誰で、商品は
何か？なぜその産業が成
立し、どんな人が支えて

か？観光だったら、なにを売り物に
するか？など。地域の資源と産業に
ついて多角的、実践的に考察するこ
とで、地域を立体的、構造的に理解

月 日 就職指導の時間に ライフ
デザイン学科平成 年度就職出陣式 を
開催した。
出陣式は、内海隆学長補佐の 激励の
言葉 の後、猪股清美就職支援課長より
平成 年春、採用状況分析の説明があっ
た。その後、学生を代表し中村唯さんか
ら、 積極的に就職活動を行い、必ず各
自が希望する就職先に内定を決められる

し、地域産業社会における自分の立ち位
置を認識できるように講義を展開している。
この日学生たちは、 もし、あなたが

社長だったら をテーマに青森県の観光
業再生について意見交換を行いながら、
観光業界の実態などを理解し、地域産業
についての理解を深めた。

ように精一杯努
力する との決
意表明があった。
最後に高橋剛君
による各学生の

ひとりが希望する会社の内定を勝ち取る
ため今回の出陣式で見せた気合を持って
就職戦線に乗り込んで行って欲しい。

いるのか？また、そ
の産業が存在するこ
の地域に固有の資源
はどのようなもの
か？あなたが社長
だったら、この地域
でなにを起業したい

積極的な就職活動に向けた、気合を高め
るための喊声で出陣式を終了した。
景気が徐々に回復しつつあるとはいえ、
地方の雇用情勢はまだ厳しく、学生一人



月 日 に幼児保育学科の学生
名が八戸市鮫町にある白浜海岸で、砂浜
彫刻実習に取り組んだ。学生たちは、浜
辺を大きなキャンバスとして思い思いの
作品を制作し、童心に返り、彫刻づくり
に励んだ。
この砂浜彫刻では、健康・人間関係・

環境・言葉・表現 の
領域の全てを網羅してい
る砂遊びは子どもの創造
性を育て、コミュニケー
ションの発達に役立つ。
将来保育者を目指してい
る学生自身が、自然の中
で体感したものを今
後の保育活動に役立
てることを目指し、
年前から実施して
いる。
この日は、ゼミご
とに グループに分

月 日 に幼児保育学科 年生が
沐浴実習 を行った。この実習は、カ

リキュラム 小児保健実習 の一環で、
保育者として子どもの安全を守り、健や
かな成長発達のための援助ができる人材

を育成することを目的としている。
今回の 沐浴実習 実施にあた

り担当教員の小幡佐久子先生から
オムツの当て方や衣服の着脱、沐

に気をつけること。冬は部屋を十分に暖
めることなどの注意点を受け、学生たち
は赤ちゃん人形を使いながら実践してい
た。
赤ちゃん人形とはいえ、初めての体験
に戸惑いながらも学生たちは、沐浴の大
切さや難しさを感じながら、保育に必要
な技術を身に付けていた。

自立した保育士を養成するために幼
児保育学科では、様々な特色のある実
習等を行っている。保育実習 ・ ・

幼稚園実習 はもちろんだが、
八戸短期大学は自然に囲まれた素晴ら
しい環境。その環境を活かした 砂浜
彫刻 を 年前から実施している。
そして、八戸短期大学幼児保育学科
の最も特色あるのは 模擬保育 。こ
の 模擬保育 は独自のプログラムに
なっており、実習の事前指導として位

置付けられている。学生がそれぞれ先生
役と子ども役に分かれ、学内で何度か
ロールプレイングされ、本番の実習に備
えていく。子どもへの声かけ、言葉遣い、
表情などに注意しながら子どもに接する
ように進められる。また、学生はカリキュ
ラムで座学と実技系の講義をそれぞれ独
立した形で学んでいるが、実習はその成
果を発揮する集大成の場となっている。
その場でスムーズに進められるよう、何
を学ぶのか、どういうことについて知り

たいのかなど、この 模擬保育 では
最初にどう子どもとコミュニケーショ
ンをとるか、どう声をかけるかなど、
自分の課題を見つけることが目的と
なっている。

かれ、 日本の美 をテーマに作品
を制作。バケツで海水を汲んで砂を
固めては形を整えていき、テーマに
沿った作品を約 時間かけて完成さ

せた。砂まみれで制作していた学生は 砂
を固めるのが大変 作り始めると、子
どもたちが夢中になるのが分かる など
と笑顔を見せていた。

ヶ月まではベビーバス等を使
うが、 ヶ月を過ぎたら大人と
一緒にお風呂に入ることができ
る。夏は濡れた体が冷えるので、
扇風機等の風があたらないよう

浴の仕方を細かく指導を
受けた。乳児は、新陳代
謝が激しいのに肌が弱い
ので、すぐにあせもがで
きたりただれたりするの
で毎日お風呂に入れるこ
とが基本である。生後



専攻科 介護福祉科 年
出貝 友香里

私たちが介護福祉士として現場で働く
ためには、レクレーションインストラク
ターの資格が必要とされています。施設
では、入所されている方々のレクレー
ションをより楽しくするために企画から
運営を自分でしなければなりません。専
攻科での学習で足りない部分を補うため
に私は第 段階の施設実習において、こ
のレクレーションインストラクターの実
践をしました。

月 日から 月 日までの 週間、
場所は介護老人保健施設で、医療施設と
福祉施設の中間の性質を持った所で、病
院での治療を終えて家庭復帰を目指し機
能回復訓練を行うところです。
私は第 回のゲームで、後期高齢者の

歳の男女 人のグループに風
船でバレーボールを行いました。スペー
スが狭いうえ配置が上手くいかず利用者

に風船が均等に行かず楽しみが半減しま
した。このことを反省し第 回目は人数
を減らし円形に配置したことで全員にパ
スが渡るようになりました。運動後には
八戸小唄 はとぽっぽ や私の知ら

ない童謡を利用者が自ら歌ってくれまし
た。そのおかげでレクレーションは盛り

意欲を引き出すことの大切さを学びまし
た。今後私はレクレーションインストラ
クターの資格を取得し、いつでも利用者
のことを考えたレクエーションを展開で
きるように学習し知識を高めていきたい
と思います。

平成 年度最初の学生会行事の球技大
会が 月 日 開催されました。
全校生徒が体育館に集まり、高橋孝裕

副会長（自 ）の開会のあいさつの後、
競技（バレーボール・バドミントン・

ソフトボール）に分かれて大会がスター
トしました。各競技は基本的にクラス対
抗戦で行われますが、人数が少なくやり

くりに苦労しているクラスもありました。
ソフトボールは途中から雨が降り出して
中止になりましたが、その他の競技では
年生が 年生に勝つゲームも多く、最

後まで激戦が続いていました。夏休み前
の最後の日のため表彰式は後日となりま
すが、各競技の上位者には記念品が贈ら
れる予定になっています。結果は、バレー
ボールの優勝が自動車科 年生、バドミ
ントンの優勝は自動車科 年生の チー
ムとなりました。
学生会では今後も日程や競技種目など
を考え、球技大会の充実を図っていきた
いと思っています。

上がり、楽しく終わ
ることができました。
もう一度やりたいと
言いながら涙を流し
た利用者もいました。
今回のレクレーショ
ンは、 分の時間と
利用者の体力から見
て丁度よいという結
果になりました。
今回のレクレー
ションを通して、種
目によって人数を変
えることや利用者の



介護福祉法の一部改正に伴い介

護技術講習会は平成 年度にス

タートし、平成 年度と 年度は

年 回、 年度は年 回の実施予

定で、既に 月の講習は済んでお

り残りは 月・ 月に実施する予

定です。今年度の申込みは既に終

わっているが、常に申込みが殺到

しキャンセル待ちが 名以上出る

講習会である。（ちなみに 回の

定員は 名である。）この講習会は、

介護福祉をサービス対象とする

方々、特に超高齢社会を支える介

護福祉士の養成とその質の向上を目的と

している。受講資格は 介護福祉士試験

を受ける予定であり、実技試験の免除を

申請しようとする者であること とされ

ており、福祉科卒業見込みの高校生、

学園専攻科卒業生および実務経験

年以上の者である。 時間以上の講習と

演習を行い、最終日の修了試験に合格す

れば修了認定が受けられ 回の実技試験

が免除される。

介護福祉に関する問題は、労働条件の

悪さや人員不足など様々なことがあるが、

法の整備やカリキュラムの改正を行い、

介護教育の充実や人員確保のため

の対策などに重点的に取り組むこ

とにより、福祉の環境はめまぐる

しく変わりつつある。この環境に

いち早く対応するために介護技術

講習会は、生活支援の専門家とし

て質の高いサービスを提供する介

護福祉士が、より社会的

な地位向上をするため

に必要な講習会であ

る。



賜り、今春の卒業生 名、学校教員 名
の計 名参加者で行われました。山西幸
子校長より卒業生への激励の言葉に始ま
り、続いて企業側を代表して株式会社
みすゞ製作所 取締役社長 小林秀一

様から 我慢 の大切さ についての
お話をいただきました。この時期は、卒
業生にとって、仕事にも慣れ同時に社会
や仕事の厳しさに直面している頃であり、
非常にためになる貴重なお話でした。
その後の同窓会には、さらに 名の
の方々が加わり、総勢 名で開催され

ました。最初は緊張していた新卒業生で
したが、学校の様子を撮ったビデオを観
たり、恩師との語らいで、しだいにいつ

月 日 、東京・品川にある中華料
理店 高輪 において、平成 年度就職
者激励会・同窓会を開催いたしました。
当日は、梅雨時でありながらも涼しさを
感じる日でした。
激励会は、企業側から 名のご出席を

もの自分を取り戻していました。
和やかなうちに会も進み、最後に第

回卒業生の佐伯学様から学生当時の話な
ども交えながら締めのご挨拶をいただき、
来年の再会を誓って同窓会を終了しま
した。
ご出席下さいました企業の皆様、
の方々、新卒業生の皆さんに感謝申し上
げます。

月 日に宮城県岩沼市総合体育館に
おいて開催された

チアリーディング日本選手権・東
北地区予選会で、東北チャンピオンとい
う栄冠に輝くと同時に全国大会への出場
権も獲得しました。

今から 年前にチアリーダー部を創
設し、応援団と共に甲子園を経験する
など思い出深い活動を続けてきましたが、
年前から 本格的なチアリーディン

グ に目標を変え、専門コーチを迎え
るなどしてチアリーディング競技会に
出場できるよう活動を続けてきました。
昨年度は、東北大会で 敢闘賞 、

札幌で行われた北日本大会では第 位の
成績を収めました。年々技術力が増し、
新しい目標に 全国大会出場 を掲げま
した。一日 時間、休日は 時間の練習
に耐え、夢でしかなかった全国大会の出
場権をみごと東北の学校としては初めて
獲得しました。（注 地区大会で優勝して
も、技術ポイントが規定以上ないと全国
大会に出場できないことになっている。）
全国大会は、 月 日から国立代々木
第一体育館で開催され、我が校のチア
リーディングチーム （ラ
スターズ）はいよいよ全国の晴れ舞台に
立つ。

光星学院高校の 研修会が 月
日 に開催され、今年も美保野キャンパ
スを訪問しました。坂本玲子先生の講演
から始まり、各施設の見学では各施設担
当者による親切で丁寧なエスコートのも
と盛況のままに終了致しました。
見学ルートは以下の通りです。
親と子のコミュニケーションスキル

入門 講師 坂本玲子八戸短期大学幼児

保育学科教授 八戸短期大学（ピアノ
レッスン室、調理実習室） 大学会館（昼
食バイキング） 図書館（チャペル）
八戸大学（就職資料室、人間健康学部実
習室） 光星学院専攻科（介護福祉実習

室、自動車実習室）
見学をして、系列校のすばらしい施設、
設備があったことを再確認致しました。
今後も系列校との連携を益々密にしてい
きたいと思っております。



月 日 から 月 日 まで 日間
の日程で現場実習が行われ、予定通り無
事終了することができました。
実習前の生徒達は緊張した面持ちで最
後まで無事終えることができるのかと不

月に行われた東北大会には本校より
団体戦、レスリング・ソフトテニス女
子・サッカー・硬式野球が出場。個人戦
には、レスリング・ソフトテニス女子・
陸上競技・空手道男女・柔道女子・卓球

新 号館、新体育館に先駆けて 月下旬に武道館が完成し、 月 日に武道館開館式が行
われました。

毎日、生徒たちや先生方に見守られながら建設工事は進んでいます。日に日に工事の状況
が変わり、建設中の校舎の様子がめまぐるしく変わっています。この様子は、光星学院高等
学校ホームページに工事進捗状況として写真入りで掲載しています。（毎週更新中）
月に校舎の土台となる基礎工事が終了し、今後の工事の行方は上方に延びていくことに

なります。まさに光星学院高等学校の未来への礎となるべく、校舎の基礎工事が完了したの
です。これからは、みるみるうちに校舎が立ち上がっていき、秋頃には早くも新校舎の全容
が見えてくるでしょう。完成予定は 月頃となっています。

はサッカー部の復活が上げられる。
結果は、レスリング部が準優勝、ソフ
トテニス部が 位の成績であった。個人
戦では、レスリング 級 山内拓真選
手が優勝、 級 澤謙選手が第 位、

安に思いましたが、実習を終えた生徒達
の顔を見ると、そこには一回りも二回り
も成長した様子が伺われ充実感が漂って
いました。
実習内容は各企業さまざまな内容でし

たが、どこの企業にも共通しているのは
挨拶 、時間厳守 、行動力と責任感
などで、生徒達は改めてこれらの大切さ
を知ったと思います。また、実際の現場
での作業体験は学校の授業では体験でき
ないものもあり、実社会の厳しさを肌で
感じることにより、自分自身を見つめ直
すいい機会であったと思います。その中
で新たな発見があり、自分自身を再発見
できたのではないでしょうか。 日間と
いえども実に内容の濃い期間であったと
思います。実習を終えた生徒一人一人の
目は今までになく輝いており、まさにそ
のことを証明していました。
最後に、今回の実習にあたりご協力下
さいました各企業の皆様に心から感謝申
し上げます。

ソフトテニス部小関香奈・道端瑠依子組
が第 位、空手道女子個人組手 谷郁
子選手が第 位、同男子個人形 笹森悠
太選手が第 位でいずれもインターハイ
出場決定。さらに柔道女子 級
佐々木美沙都選手も決定。陸上競技部で
は入江亮選手が男子 で入賞を果た
し、昨年に続いて連続のインターハイ出
場権を手にした。佐賀県で行われる全国
高総体（インターハイ）では、出場選手
名一人一人が持てる力を十分発揮し、
活躍してくれることを期待している。
その他に全国大会に出場するのは、チ
アリーディング部、書道部の見附夏海さ
んである。この二つの部の活躍も見逃し
てはいけない。

男子。以上、
種目、男女合わ
せて総勢 名の
選手が出場した。
出場選手数から
みると昨年より
名増えている
が、理由として



今年度の祭りのスローガンは、 伝え
よう、歴史の重みと祇園の風情を でし
た。夏祭り当日 月 日は心配した雨も
なく、残暑の厳しい中、生徒・職員合わ
せて 名余の行列となりました。運行
と集合を含めて 時間程（山車運びの生
徒はそれ以上の時間がかかりました）の
祭りの参加でしたが、参加した生徒から
は 疲れたけど充実した時間だった ま
た来年も参加したい という声が多数聞
かれました。

山車製作で一番苦労するのは 製作
もさることながら、 題材 を何にする
か です。構図や飾り付けなど、すべて
題材で決まります。知恵を絞りに絞って、
今年はスローガンに沿ってテーマを考え、
花の御所、義政と富子 となり優雅な

風情を強調しました。

年前から夜間運行することになり、
本校の祭り参加が日中の一日だけとなり
ましたが、今後も地域との交流を深める
ため、関係者一同来年の企画に向け考え
を巡らしている所です。

本校は 地域とのつながりを深める
目的から 年前から山車を製作して参加
しています。祭りに参加することは、地
域の方々と交流できる絶好の機会と捉え、
取り組んできました。
山車の製作については実際、大変な手
間がかかります。祭りに参加した当初は、
人形や背景などの作り方の手順がのみこ
めず、なかなかはかどりませんでしたが、
今では大分要領よく進められるように
なってきました。

例年、 月頃から
とりかかり、夏休み
にはいると本格的な
作業に入りますが、
今年度は文化祭、体
育祭、体験入学と行
事が重なり思うよう
な作業が出来ません
でした。猛暑が続く
中、ジャージ姿と作
業着姿に汗拭きタオ
ルを首にかけ、汗だ
くになりながらなん
とか完成に漕ぎ着け
ました。



教育実習生として久しぶりに母校に
帰ってきました。そして、高校総体の
約一週間前から練習に加わりました。
部員たちはインターハイ出場をかけた
試合を目前に、緊張・不安があり、そ
れが手にとるように伝わってきます。

は、緊張してガチガチになったり、周り
が見えなくなってしまう選手など、高校
総体独特の雰囲気が部員たちに与えるプ
レッシャーはとてつもないものでした。
私には何が出来るのか、私が現役だった
頃はどんな言葉をかけられたらリラック
ス出来たかなど、思い出しながらアドバ
イスを行いました。メンタルサポートは
目に見えない分、とても難しいものだと
実感しました。
順調に勝ち進み決勝戦前では、チーム
が一つにまとまり、とてもいい雰囲気で
試合に臨むことが出来ていたと思います。
結果は で圧倒的に勝利し、見事
連覇達成。

今回指導する立場として練習・試合
を見て、指導する方が数倍苦労するこ
とが多いことを実感した 週間でした。
でも、現役時代に監督、部長が残して
くれたこの貴重な体験が、今の私に
とってとても大きな支え・自信になっ
ているのと同様に、今の部員たちもこ
の経験が一生の宝物として、残ってい
くことと思います。

県高校総体六連覇の余勢を駆って、
月 日山形県総合体育館（天童市）に於
いて、東北高校総体 連覇の懸かる決勝
戦に臨んだ。
個人戦は形（安野・柴崎・新岡）、組
手（海津・柴崎）共に予選（ 回戦）
で前日までに敗退している。
決勝の相手は 年連続して宮城県石巻
市立石巻女子高校。過去何度も東北を制

している強豪、しかも選手 名の内 名
が今大会個人戦の ・ 位という過去最
強の布陣。戦前から苦しい戦いが予想さ
れ、 連覇危うしの声も…。
いよいよ決勝戦。相手の動きがどこと
なく堅い。勝って当然という意識から緊
張しているのか？我選手達の 連覇達成
へのプレッシャーも大変なものだろうが、
それを強い意志ではねのけるかの様に良
い動きをしている。

勝 敗で迎えた大将戦。主将尾ヶ瀬
に 連覇が懸かる。気合いの入った相手
のよく見えている戦いぶりで 対 の僅
差で勝利、優勝。東北大会 連覇の偉業

達成である。
さて、次は佐賀県でのインターハイ。
東北大会優勝の喜びに浸る暇もなく、全
国制覇に向け、迫監督の熱くて厳しい指
導が続く。

ドイツからの留学生のガブリエル君が
月に帰国しました。彼は昨年の 月よ

り 月末までの ヶ月間、本校で学びま
した。野辺地町内にホームステイをし、
通学しました。本校では、日本語の勉強
を続けながらさまざまな行事に参加して
見聞を広めました。
最後の送別会では、思い出の写真とと
もに感謝の言葉を添えてお別れのスピー
チを述べました。そのスピーチによると、
特に思い出に残ることとして、たくさん
の友人が出来たことと日本文化に触れる
ことができたことを挙げています。
中でも印象深かったのは、沖縄・京都

への修学旅行、クラスメートとの交流と
部活動（バドミントン）だったようです。
京都や庭に興味があった彼には予想以上
の素晴らしさだったようです。
またクラスメートやバドミントンの
チームメートなど同世代の人たちとの交
流は何物にも代え難く、楽しい時間を共
有できたようです。
時には 時間がゆっくり過ぎたらいい

のに と思うような、たくさんの思い出

ができた貴重な ヶ月間であったと彼は
述べています。
帰国後、彼は大学に進学し、グラフィッ
ク関係の勉強をする予定です。日本語や
日本文化についても一生付き合って行く
とのことです。
私たちが彼から学んだことも多く、礼
儀正しさや誠実さなど、日本人としての
生き方や日本文化を再考する機会を与え
てくれたように思われます。

それでも、日に
日に気持ちを練
り上げ、調子を
上げてきていた
ように感じます。
試合当日にな
り、ウォーミン
グアップの時に



月 日・ 日の両日、野西高祭が開
催されました。
文化祭の二日間は好天に恵まれ、多く
の観客でにぎわいました。例年通りの総
合学科展や文化部展の展示が公開された
中、新しい試みもいくつか見られました。
今回初めての試みとして 年生全員が
空き缶アート に挑戦しました。短期

間の為に、みんなで集めた空き缶の数が
足りず、地元の企業（コカコーラ）の協
力も得て、完成にこぎつけました。やっ

てみると大変だったのは 洗うこと と
生徒諸君は実感したようです。それでも
野西祭 と の二作品を完

成してみんな満足の表情でした。
好評だったのは 野外ステージ と 模

と ギターソロ のみでしたが、次回か
らは 日に二つ以上の企画を実現したい
と生徒会のメンバーは意気込んでいます。
また、 模擬店 については、以前のテ
ント利用の形もありましたが、屋台形式
の 模擬店 を生徒自らこしらえて販売
し、 こみせ のような屋台の飾り付け
は華やかさも増したような感じがします。
まだまだ内容に不満の声も多く、今後、
更に充実した内容にするべく、生徒会を
中心に来年の準備が始まったところです。

野西高のボランティア部活動は様々な
ところからの依頼を受けて活動すること
が多く、福祉施設、社会福祉協議会、教
育委員会などの他、役所の建設課などか
らも依頼を受け、道路の危険箇所の検証
などに同行したりもします。活動内容は
例えば、子供会のキャンプ、独居老人宅
の除雪奉仕、ウィンターフェスティバル、
障害を持った人達のレクリエーション大
会等々です。そのほかには小学校に併設
されている障害児学級のバザーやクリス
マス会、保育園のお手伝い、老健の祭り
や文化展などでのお手伝い、下北自然の
家でのスタッフとしての活動等がありま

す。また、 やインターアクトクラ
ブとしての活動もあります。さらに野辺
地高校と合同での活動（地域清掃活動な
ど）も年に数回します。
今年はまた、インターアクト年次大会
のホスト校として本校を会場に開催しま
した。（選挙で会場を変更）部員一同全
力で 名近いインターアクターやロー
タリアンの方々におもてなしの心で接し
てほしいと願い、顧問 名で指導に当

たって来ました。この大会の成果はこれ
からの人生にとって大きな自信につなが
ることでしょう。
部員は活動を通じて多くの人達と交流
し、他者への偏見がなくなり、誰とでも
自然に会話が出来るようになって、思い
やりのある人間として成長しているよう
です。また、活動をいろいろな場で発表
する機会が増えることで自信もついてく
るようです。
生徒たちは何度か活動にしていくうち
に 誰かの役に立ちたい、お手伝いがし
たい。という素直な気持ちでボランティ
ア活動をするようになります。もっと多
くの生徒がこの活動に興味を持ち、参加
してほしいと願っています。
野辺地高校と合同の清掃奉仕

・ ・ デーリー東北新聞記事から

擬店 です。 室内でなく野外でもイベ
ントをやりたい と生徒会が企画し、野
外ステージを組んで初めて実現したもの
です。文化祭の雰囲気を大いに盛り上げ
るものとして活気に満ちたイベントが展
開できました。今回は カラオケ大会



第二しののめ幼稚園と聞けば ああ絵
をかく幼稚園 と言われる程、一般には
子供と子供の絵が定着した感じに捉えら
れています。
人と人のコミュニケーションの根底は
伝達にあり、友達と一緒に行動する事を
表現抜きに考えることはできません。そ
の意味からも、文字もなく言葉も少ない
幼児たちにとって、いつでも、どこでも、
誰にでも、自分の思いをより具体的な形
で表し、自分を語り、人にも分かって貰
える絵の活動は、幼児教育の根幹であり、
当幼稚園教育の柱であります。
然し、幼児期の表現は一表現に固定せ
ず、多様でなければなりません。当然、
造形の他に、運動・音楽・遊戯・言語を
含む知的活動も自己表現の大事な表現世
界であり、当園が、未来への豊かな感性
を育む、楽しい絵本の世界を広げるのも
そうした表現世界の一つだからです。

幼児の絵本への親しみは、親や教師の
読み聞かせが出発です。語い不足の幼児
が絵や音楽、身体表現に頼るのは当り前
ですが、自身は懸命に自分の言葉でも伝
えたいのです。
昔の子はお婆ちゃんお母さんの寝物語
などで昔話に親しみ、言葉も、想像力も
蓄えていきました。子供は今も同じです。
教師や親の読み聞かせが、自分なりのイ
メージを膨らませ 目に見えないものを
見る という貴重な体験となり、自由な
形・色・動きとして、絵や、言葉になっ
て、表現を広げるのです。

毎月曜の みんなの会 では、 園長
先生のお話 プロがあり、年少から年長
までを対象に、 を用いての絵本の実
物映像による読み聞かせや、素話など年
間を通して園児の絵本を楽しむ世界を広
げています。
然し本園には、絵本を教育力として発
揮させる図書室に当てる部屋もなかった
ので、この夏から、狭いながらも敷物の
ある 絵本お楽しみ広場 を作り、夏休
み預かり保育の子たちから、履物を脱い
での感触の中で、絵本読みを楽しんで
貰っています。勿論以後も続けます。
文字を教えもしないのに、年長では絵
本読み聞かせの希望者が多く、場の設定
に担任が苦慮しています。 学期末のみ
んなの会では、年長児が絵本を読み聞か
せてくれました。全園児の前でお気に入
りの絵本を手に、ゆっくりはっきりと読
み、感動を共有しました。
言葉への興味関心、話す聞く豊かさは、
お話を聞き、更に自分の物語を作ってい
く楽しさまで味わう体験にも繋がってい
くでしょう。
教師と子たちは勿論、親子で絵本を中
心に温かい触れ合いの場を持つ中から幼
稚園教育の狙う、豊かな心、個性溢れる、
表現の世界が広がって行くことこそ、私
達第二しののめ幼稚園の願いです。
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担任によるお話も、内容によって服装
を替えたり（写真では 魔法使いの大工
さん で魔法使いの帽子やマントを用い、
お話の後、魔法の力で自分の理想の家を
絵で作る）途中まで話し、続きを考える
とか、そのまま絵を見せながらの読み聞
かせ等、毎日の朝や帰りの会を中心に絵
本への関心を高めています。
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野辺地町枇杷野に昭和 年、光星学院野辺地工
業高校として開校。平成 年に総合学科を設置し、
名称を光星学院野辺地西高校へ変更。今年で 周
年を迎える。野辺地祇園祭には自分たちで山車を
製作し平成 年から参加している。

月 日 月 日
（米国時間）にかけて
米国ノースカロライナ
州ダーラムを中心に行
われた日米大学野球選
手権大会において、光
星学院高校卒の村松伸哉選手が、日本の
優勝に貢献し （最優秀選手）に選
ばれた。
村松選手は先に行われた全日本大学野
球選手権大会で 年生ながら キロを
超える速球で一躍脚光を浴び、その実力
が認められ全日本の選手に選出された。

日米大学野球では救援投手として起用
され、 試合中 試合に登板。合計 イ
ニングと を投げて無安打、無失点
の好投をした。
圧巻だったのは、 勝 敗で迎えた第
戦、今、話題の斎藤佑樹選手（早稲田
大学）が先発した試合に 番手の抑えと

発行 学校法人光星学院
編集 学院広報編集委員会

青森県八戸市美保野

月 日 、 月 日 、 日 と
回にわたり、八戸大学・八戸短期大学が
ある美保野キャンパスでオープンキャン
パスが行われた。
今年度は 開きます。

というテーマで開催した。
毎回、特集として 今日一日で明日が変

わる！ 講座と題して、働くことの意義、
食生活における未来の健康、新聞による
情報収集の仕方などについて講義が行わ
れた。その他にも学友会によるクラブ・
サークル紹介、学食体験、在学生とのフ
リートーク、スタンプラリー形式による
施設見学等様々なイベントが開催された。
このオープンキャンパスは、八戸大学
と八戸短期大学が有する つの学科（ビ
ジネス学科、人間健康学科、幼児保育学
科、ライフデザイン学科）が合同で行っ

たもので、青森県内はもとより、秋田県
や宮城県の大学・短大を希望している高
校生及びその父母らが一堂に集まり、美
保野キャンパスが賑わった。また 年
月に開設予定の八戸短期大学看護学科
へ入学を希望する高校生らも多く参加し
ていた。
次は 月 日 に 世界と私たちの未

来、夢を引き寄せる学園生活 のテーマ
で行われる講義を中心に 回目のオープ
ンキャンパスが開催される。

光星学院高校出身でプロボクシング日本スーパーライト
級チャンピオンの木村登勇選手（横浜光ジム所属）が、
月 日、東京後楽園ホールでタイトルマッチを行ない、
ラウンド 分 秒 で勝利し、 度目の防衛に成功。
このクラスの防衛記録の日本タイ記録に並んだ。
木村選手は最初から有効打を重ねて、 ラウンドに一気

に攻めたところで相手陣営からタオルが投げ込まれ試合が
終了。力の差を見せつけた。 度の防衛に成功した木村選
手は、新記録となる 度目の防衛に意欲を見せた。

昭和 年 月 日生まれ
青森県三沢市出身
身長 体重
横浜光ジム所属

元日本ライト級、現日本 ライト級チャン
ピオン（現在 度連続防衛中）
世界ランキング 位 位
年 月 日デビュー

戦績 戦 勝（ ） 敗 分
（ 年 月 日現在）

して登板。 点リード
で迎えた最終回に、メ
ジャー予備軍のバッ
ターを キロ
の速球で三者連続三振
に打ち取り、メジャー

リーグのスカウトたちから高い評価を受
けた。
村松選手は、 に選ばれたことに
関して、 投げたイニングも短いし、も
らえると思わなかったのでうれしい と
笑顔を見せた。
これからの活躍が期待される。


